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電位差 (passive potential)であり,前者に対しては NERNST-PLANK の式,後者に対してほ GoLDMANI
HoDGKIN-KATZ の式が提出されている｡ 実際に測定された電位差とこれらの式で計算された電位差とにい
ちじるしい差があれば,つぎのイオンポンプによる電位差を考えねばならない｡
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後約 1年経過時など)により本来の静止電位が -200mV 前後の値 (負の大きい電位差)を示すものでは,
糖の添加時に脱分極し,糖除去時に過分極するという電位変化の方向が逆転する現象も見つかっている｡竹
田ら27)によれば, タバコカルスでもその静止電位が -160--220mV と大きい時にのみ糖添加時に脱分
檀,糖除去時に過分極という一定の電位変化を示したという｡
この糖類の添加 ･除去に対応するポプラカルスの静止電位の変化は,このカルスの生体活動の反映である
ことを示したのが Fig.5である｡ この図は Fig.4と全く同じ生育段階にあるカルスを呼吸阻害剤シアン
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一〇一:無処理カルス,-㊨- :1mM KCN (呼吸阻害剤)














静止電位変化 (これら無機イオンのない場合に対する相対値表示)を Fig.6に示した｡ この図で K+に
対する呼吸阻害を受けた細胞と生細胞との電位変化の差は他の3イオンに対するものと非常に異なり,ポプ
ラカルス生細胞の原形質膜は K+の低濃度でその濃度を調節する能力 (たとえばイオンポンプ作用) を持
つと考えられる｡ 同様の現象はジャガイモの塊茎にも見出されている34)が, この場合には K+のさらに高
い濃度までイオンポンプは働いていると考えられている｡







2.1でもふれたように,光照射による H十ポンプの活性化 シャジグモでの ATP レベルの増加など,
光誘導型静止電位の変化には原形質膜の能動輸送が関与しているという推論が一般に行なわれ,その実証に




として, プラスその活動電位挙動に類似していた｡ フラスモの活動電位に対して, 田沢ら38'が第2段目の





























濃度) 測定にはアンチモン微小電極や細胞挿入用に製作されたのではない pH 測定用ガラス微小電極を工
夫して甘いるなどの試み47)がなされていることを什記しておく｡
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